
　
あ
き
る
野
市
教
育
委
員
会
は
、
今
年
度
か
ら
広
報
「
教
育
あ

き
る
野
」
を
年
三
回
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
広
報
の

名
前
は
「
一
房
の
ぶ
ど
う
」
で
す
。
ぶ
ど
う
は
一
粒
一
粒
が
し

っ
か
り
結
び
つ
い
て
一
房
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
あ
き
る

野
市
の
教
育
が
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
、
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
く
姿
を
示
し
て
い
ま
す
。
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
・

教
育
委
員
会
が
互
い
に
信
頼
し
合
い
、
協
力
し
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
の
教
育
の
現
状
は
残
念
な
が
ら
深
刻
な
問
題
が
多
く

あ
り
ま
す
。
少
年
非
行
の
凶
悪
化
や
衝
動
的
犯
罪
の
増
加
は
極

め
て
深
刻
で
す
。国
民
の
間
に
は
、こ
れ
ま
で
の
価
値
観
が
揺
ら

い
で
自
信
を
失
い
、
閉
塞
感
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
者
が

多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
学
力
低
下
の
問
題
も
深
刻
で
す
。

　
教
育
は
我
が
国
の
存
立
基
盤
で
す
。
現
在
、
あ
る
い
は
将
来

の
我
が
国
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
克
服
し
て
、
一
人

ひ
と
り
の
自
己
実
現
と
幸
福
の
追
求
、
社
会
の
繁
栄
を
実
現
す

る
た
め
に
、
あ
き
る
野
市
の
教
育
は
、
山
積
し
て
い
る
教
育
課

題
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
一
房
の
ぶ
ど
う
」
は
、
あ
き
る
野
市
の
教
育
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
で
き
る
だ
け
く
わ
し
く
お
届
け
し
、
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

　
先
見
性
と
勇
気
と
行
動
力
を
も
っ
て
挑
戦
し
て
い
く
教
育
行

政
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
し
て
創
刊
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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力
し
合
う
姿
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平成16年度あきる野市教育委員会の教育目標

平成16年度あきる野市教育委員会の教育目標（図）

人と緑の新創造都市・あきる野市

豊かな人間性　未来をひらく学力

教 育

あきる野市民憲章

学　校
生涯学習社会

自然　 人権尊重・社会貢献　 伝統文化

家　庭 地域社会

　あきる野市教育委員会は、人権尊重

と社会貢献の精神を基調とし、あきる

野市民憲章に則してすべての市民が豊

かな自然や文化・伝統に誇りをもち、

生涯を通じて学ぶことのできる生涯学

習社会の実現を図る。その中で､家庭､

学校、地域社会がそれぞれの役割と責

任を自覚し緊密な連携のもとに、子ど

もたちが心身ともに健康で、豊かな人

間性と未来をひらく学力を兼ね備えた

市民として成長し、「人と緑の新創造

都市」あきる野市の発展に貢献するこ

とを期して、教育を推進する。

　すべての市民が、自他の人権について理解を深め、責任を自覚し、協力し合い、安心

して社会生活を送れるよう、人権尊重と社会貢献の精神を育成する教育を推進する。

　教育委員会では、社会の動向やあきる野市の実態を踏まえて次のような教育目標を設定し、そ

れを実現するため、「基本方針」を立ててさまざまな事業に取り組んでいます。

　教育委員会事務局には、学校教育部と社会教育部があり、それぞれの部が、「基本方針」に示し

た４つの観点から、家庭、学校、地域社会との連携を重視して事業を進めているところです。

１　人権尊重と社会貢献の精神をはぐくむ教育の推進

　子どもたちが、国際社会に生き社会の変化に主体的に対応していくために、基礎的な

学力の向上を図り、個性と創造性を伸ばす教育を推進する。

２　豊かな人間性と未来をひらく学力をはぐくむ教育の推進

　すべての市民が生涯を通じて自ら学び、文化やスポーツ・レクリエーションに親しめ

るよう、社会参加の機会の充実を図る。

３　生涯学習の推進と文化、スポーツ・レクリエーションの振興

　子どもたちが、乳幼児期から、豊かな体験を通して健やかに成長できるよう、家庭教

育や地域活動を支援するとともに、家庭、学校、地域社会が一体となった教育環境づく

りを推進する。

４　家庭、学校、地域社会の連携・協力の強化

教育目標

基本方針



　
長
崎
県
佐
世
保
市
で
は
、
小
学
校

六
年
生
の
子
ど
も
が
友
達
に
切
り
つ

け
、
相
手
が
命
を
失
う
と
い
う
大
変

心
痛
む
事
件
が
起
き
ま
し
た
。ま
た
、

都
内
で
も
中
学
生
が
幼
児
を
高
所
か

ら
突
き
落
と
す
と
い
う
事
件
が
起
き

て
い
ま
す
。
「
命
は
大
切
な
も
の
。

失
う
と
二
度
と
戻
ら
な
い
」
と
い
う

こ
と
へ
の
「
実
感
」
が
薄
れ
て
き
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
子
ど
も
の
世
界
は
、
大
人
社
会
の

縮
図
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、「
命
を
大
切
に
す
る

こ
と
」
や
「
人
を
思
い
や
る
こ
と
」

な
ど
、
人
間
と
し
て
大
切
な
価
値
を

十
分
に
身
に
付
け
て
い
な
い
と
し
た

ら
、
そ
れ
は
子
ど
も
を
取
り
巻
く
私

た
ち
大
人
の
責
任
と
し
て
重
く
受
け

止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
、
私

た
ち
あ
き
る
野
市
民
の
「
宝
」
で
す
。

　
私
た
ち
大
人
に
は
大
切
な
「
宝
」

を
磨
き
、
守
り
育
て
て
い
く
使
命
が

あ
り
ま
す
。

　
二
つ
の
事
件
の
加
害
者
と
な
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
、
「
事

件
」
に
至
る
前
に
、
「
心
の
叫
び
」

を
つ
ぶ
や
き
や
行
動
で
表
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
、
家
庭
や
学
校
、
地

域
社
会
、
関
係
機
関
な
ど
が
十
分
に

受
け
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
お
た
く
の
お
子
さ
ん
は
ど
う
で

す
か
。
お
子
さ
ん
の
友
達
は
…
」

　
親
同
士
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
あ
な
た
の
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た

ち
は
ど
う
で
す
か
」
「
あ
な
た
の
地

域
の
子
ど
も
た
ち
は
…
」
。
子
ど
も

た
ち
を
見
つ
め
、
大
人
同
士
が
語
り

合
い
、
子
ど
も
の
「
心
の
声
」
を
受

け
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
の
痛
ま
し
い
事
件
の
度
に
、

改
め
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
が
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

人
と
人
と
の
温
か
い
つ
な
が
り
の
あ

る
街
あ
き
る
野
に
し
た
い
と
い
う
思

い
を
強
く
し
ま
す
。
私
た
ち
大
人
に

は
、
「
あ
き
る
野
の
子
ど
も
た
ち
が

い
つ
も
生
き
生
き
し
て
い
る
こ
と
」

を
願
い
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
努
力

を
続
け
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
事
件
の
背
景
に
は
、

大
人
社
会
の
ゆ
が
み
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
て
、
子
ど

も
た
ち
は
迷
い
、
悩
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
大
人
は
よ
い
手
本
と
な
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
信
じ
、
親
と

し
て
、
学
校
と
し
て
、
地
域
と
し
て
、

関
係
機
関
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
果
た
し
、
互
い
に
力
を
合
わ
せ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（３）

●
大
人
が
大
人
の
役
割
を
し

　
っ
か
り
果
た
し
ま
し
ょ
う

本
当
に
痛
ま
し
い

●
決
し
て
他
人
ご
と
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
！

　
子
ど
も
た
ち
に
、
生
命
を
尊
重
し
、

　
相
手
を
思
い
や
る
心
を
育
て
る
こ

と
は
、
人
権
教
育
の
基
本
で
す
。
こ

れ
は
、
自
分
や
他
人
の
人
権
を
大
切

に
し
、
協
力
し
合
う
こ
と
で
あ
り
、

人
権
尊
重
と
社
会
貢
献
の
精
神
を
備

え
た
あ
き
る
野
市
民
の
育
成
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
本
市
は
、
平
成
16
年

度
か
ら
三
年
間
、
文
部
科
学
省
の
指

定
を
受
け
て
、
市
立
小
中
学
校
を
中

心
に
人
権
教
育
の
推
進
に
一
層
の
力

を
注
ぎ
ま
す
。
障
害
の
あ
る
方
や
高

齢
者
と
の
直
接
交
流
な
ど
を
通
し
て
、

互
い
に
認
め
合
い
、
尊
重
し
合
う
心

を
は
ぐ
く
む
取
り
組
み
を
積
み
重
ね

て
い
る
小
中
学
校
の
実
践
を
広
め
て

い
き
ま
す
。

●
「
人
権
教
育
総
合
推
進
地

　
域
」
と
し
て
、
思
い
や
り

　
の
あ
る
子
ど
も
の
育
成
を

　
さ
ら
に
進
め
ま
す
！

　
昨
年
12
月
に
、
市
立
小
中
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
教
育
委
員
会
の
共

催
で
、「
子
ど
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、「
命
を
大

切
に
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も

を
育
て
る
」
た
め
に
、
共
に
「
心
」

と
「
知
恵
」
と
「
力
」
を
合
わ
せ
て

具
体
的
な
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を
確

か
め
合
い
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
、
す
で
に
道
徳
授
業
地

区
公
開
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
度
か
ら
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
教
室
を
実
施
し
、
四
者
が
協
力
し

て
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で

は
、
青
少
年
健
全
育
成
地
区
委
員
会

主
催
の
行
事
や
地
域
の
指
導
者
に
よ

る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
健
全
育
成
な

ど
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
は
、
広
く
市
民
に

呼
び
か
け
て
、
子
ど
も
の
教
育
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、
一
層
広
域
に

渡
る
行
動
連
携
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
家
庭
・
学
校
・
地
域
・
関
係

　
機
関（
四
者
）の
行
動
連
携

　
を
一
層
進
め
ま
し
ょ
う

　
教
育
委
員
会
で
は
、
市
の
広
報
に

８
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
「
家
庭
は
子

ど
も
の
教
育
の
原
点
で
す
」
と
い
う

立
場
か
ら
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
お
伝

え
し
ま
し
た
。

　●
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う

　●
食
事
と
睡
眠
で
規
則
正
し
い
生
活

　
リ
ズ
ム
を
つ
く
ろ
う

　●
会
話
す
る
力
を
つ
け
よ
う

　●
テ
レ
ビ
の
見
方
に
注
意
し
よ
う

　●
子
ど
も
を
家
事
に
参
加
さ
せ
よ
う

　●
子
ど
も
と
の
信
頼
関
係
を
築
こ
う

　●
家
庭
で
も
本
を
楽
し
も
う

　●
食
卓
で
心
を
温
め
よ
う

で
す
。
市
民
の
方
か
ら
、
『
子
ど
も

に
と
っ
て
最
も
大
切
な
「
心
の
居
場

所
」
で
あ
る
家
庭
の
役
割
を
見
直
す

機
会
と
な
り
ま
し
た
』
と
い
う
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

命を大切にし
　思いやりのある子どもに育てよう
命を大切にし
　思いやりのある子どもに育てよう
命を大切にし
　思いやりのある子どもに育てよう

大人が変われば、子どもも変わる！



（４）（５）

家庭教育・地域教育を充実します

学校教育を充実します

子育て学習機会の充実を図ります

学校、家庭、地域と連携した子どもの学習環境の整備と活動を推
進します

子どもの奉仕活動・体験活動の推進を図ります

子どもたちの健康な身体をつくるスポーツ活動の推進を図ります

男女共同参画社会実現に向けた学習活動を推進します

生涯生活設計に関する学習の機会を充実します

外国人の学習機会の充実を図ります

広域的な学習環境の整備を図ります

情報化に対応した学習を推進します

高等教育機関や民間教育機関と連携した学習の場を充実します

市民による学習の場づくりを支援します

職業能力向上のための学習機会を充実します

健康づくりを推進します

生涯スポーツの振興を図ります

市民活動推進のための学習機会を充実します

地域の教育力の向上に資する学習活動を充実します

地域資源の活用による学習の場づくりを推進します

身近な自然を学ぶ機会を充実します

地域の歴史・文化に関する学習を充実します

芸術文化活動の振興を図ります

高齢者の学習と社会参加の場づくりを充実します

障害者の学習機会の充実を図ります

行政全体で取り組む推進体制の整備を進めます

生涯学習推進理解・啓発事業の充実を図ります

生涯学習推進拠点の運営体制を整備します

ＮＰＯ等市民組織との協働を推進します

生涯学習資源の共有化を進めます

生涯学習推進連絡調整の充実を図ります

施策の体系　　施策の方向　　　　　　　　具体的施策

１子どもの豊かな成長を支援する学習
　　　　　　　　　　　　　　の充実

２現実生活の向上につながる学習の
　　　　　　　　　　　　　　　充実

３社会変化に対応するための学習の
　　　　　　　　　　　　　　　充実

４健康で生きがいにつながる学習と
　　　　　　　　生涯スポーツの振興

５地域の課題解決につながる学習の
　　　　　　　　　　　　　　　充実

６あきる野市の自然と文化を活かした
　　　　　　　　　　　　学習の充実

７高齢者や障害者の学習機会の充実

１市民の視点に立った推進組織・体制づくり

２生涯学習推進のための運営体制の整備

３市民との協働による運営体制づくり

４ＩＴを活用した生涯学習資源のデータベース化

５民間等との連絡調整の組織化

市民の学習相談窓口の充実を図ります

市民の学習ニーズに応じた情報提供を進めます

学習情報の広域的な提供を進めます

情報収集・提供手段の充実を図ります

１相談窓口の充実

２カスタマーフォーカスによる意識改革

３広域情報提供体制の確立

４情報収集・提供手段の充実

施設の積極的な開放を推進します

適正な人員配置を推進します

図書館を充実します

体育施設・文化施設の充実を図ります

１施設開放の推進

２適正な人員配置の推進

３市民の利用しやすい施設整備の充実

交流施設の整備を進めます

生涯学習支援者バンク等の充実を図ります１人材バンクの充実と活用

２指導者の育成及び支援事業の充実

３市民の自主的な活動の促進

４市職員研修の充実

市民の社会参加活動を支援します

学習グループ・サークルの育成を図ります

学習団体等のネットワークづくりを支援します

市民の交流と成果発表の場を充実します

１支援事業の充実

２学習グループ・サークル等の育成

３学習団体のネットワーク化の推進

４市民の交流と団体活動成果発表の機会の充実

青少年の社会参加活動を促進します５奉仕活動等の社会参加活動の促進

地域における活動の機会を充実します６地域での活動機会の拡充

市民の学習コーディネーターや多様なスポーツ指導者の
育成・支援を図ります

ＮＰＯ等市民の自主的な活動の活用を促進します

市職員の資質の向上を図ります

施策の目標

学
習
機
会
提
供
の
拡
充

生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備

学
習
情
報
の
提
供
と

　

相
談
体
制
の
整
備

生
涯
学
習
関
連

施
設
の
整
備
と

充
実

人
材
育
成

　

の
充
実

社
会
参
加
活
動

　

　

の
充
実

基本目標

基本理念
①　いつでも、どこでも、だ
　　れもが学べる場づくり
②　生きがいと豊かな心を
　　育む学習の推進
③　学んだことが地域社会
　　で活かせる環境の整備
④　自主的に学び、主体的
　　に活動できる市民の学
　　習を支援する仕組みづ
　　くり

重点施策

○生涯学習推進体制の整備
○生涯学習施設の整備
○あきる野市生涯学習指導
　者の養成、研修・認定講
　座の開設
○生涯学習情報の統合とＩ
　Ｔ技術を活用した双方向
　情報サービスの構築
○あきる野市の地域性を活
　かした学習の推進
○家庭、学校、地域と連携
　した青少年の学習活動の
　推進

あなたが主役 つくろう！

　ともに学び、支えあう

　　　　市民の生涯学習

生涯学習推進計画

あきる野市生涯学習推進計画体系図
あきる野市生涯学習推進計画

　　　　「あきる野学びプラン」

教育目標

基本方針
○人権尊重と社会貢献の精神をはぐ
　くむ教育の推進
○豊かな人間性と未来をひらく学力
　をはぐくむ教育の推進
○生涯学習の推進と文化、スポーツ・
　レクリエーションの振興
○家庭、学校、地域社会の連携・協
　力の強化

あきる野市民憲章

一　清らかな川　緑豊かな山や丘陵を大切に守り育て

　　　　　　　　　　　　みずみずしいまちをつくります

一　一人ひとりを互いに尊重し　社会のきまりを守り

　　　　　つねに世界に心をひらいて前進する

　　　　　　　　連帯感あふれる明るいまちをつくります

一　子どもやお年寄りをいたわり　思いやりのある

　　　　　　若い力の育つ　さわやかなまちをつくります

一　歴史や伝統を大切にし　地域の個性を活かすとともに

　　　　　　産業のさらなる振興につとめ

　　　　　　　　　　　　　たくましいまちをつくります

一　スポーツや芸術を愛好し　健康で文化の香り高い

　　　　　　　　　　　　こころ豊かなまちをつくります

人
と
緑
の
新
創
造
都
市

生
涯
学
習
社
会
の
振
興

総合計画
将 来 像 基本方針 基本理念

　
市
で
は
、
豊
か
な
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
、
「
あ
な
た
が
主
役
　
つ
く
ろ
う
！
と

も
に
学
び
、
支
え
あ
う
市
民
の
生
涯
学
習
」
を

基
本
理
念
と
し
た
「
あ
き
る
野
市
生
涯
学
習
推

進
計
画
〜
あ
き
る
野
学
び
プ
ラ
ン
〜
」
を
策
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
昨
年
生
涯
学
習
推
進
計
画
策

定
市
民
検
討
委
員
会
（
委
員
長
大
串
國
廣
氏
）か

ら
の
報
告
「
生
涯
学
習
推
進
計
画
基
本
構
想
」

を
基
に
、
生
涯
学
習
関
連
施
策
を
体
系
化
し
、

市
の
生
涯
学
習
推
進
の
基
本
的
な
考
え
方
や
目

標
を
定
め
、
具
体
的
な
施
策
や
方
向
性
を
明
ら

か
に
し
た
も
の
で
す
。

　
今
後
、
市
民
憲
章
、
教
育
目
標
を
踏
ま
え
、

こ
の
計
画
に
沿
っ
て
、
市
民
と
行
政
と
の
役
割

を
明
確
に
し
つ
つ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
確

立
し
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
生
涯
学
習
関
連
諸
施
策
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
計
画
で
は
、
全
２
７
５
事
業
を
６
つ
の

施
策
目
標
ご
と
に
整
理
し
体
系
化
を
図
り
ま
し

た
。
平
成
16
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の
７
年
間

を
計
画
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、生
涯
学
習
推
進
計
画「
あ

き
る
野
学
び
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
ら
れ
た
生
涯
学

習
関
連
事
業
２
７
５
事
業
の
う
ち
、
学
校
教
育

部
が
45
事
業
、
社
会
教
育
部
が
１
６
９
事
業
を

所
管
し
、
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

※
「
あ
き
る
野
学
び
プ
ラ
ン
」
計
画
書
は
、
公

　
民
館
、
体
育
館
、
図
書
館
、
あ
き
る
野
ル
ピ

　
ア
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
五
日
市
出
張
所
等

　
の
施
設
の
ほ
か
、
庁
舎
４
階
情
報
公
開
コ
ー

　
ナ
ー
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

　
け
ま
す
。
ま
た
、
概
要
版
に
つ
い
て
は
、
ご

　
希
望
の
方
に
お
分
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
　
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
☎
５
５
８
―
２
４
３
８
へ

「あきる野学びプラン」を基に市民の皆さんとともに生涯学習社会の実現をめざします
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本
市
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
心

身
障
害
教
育
の
成
果
を
踏
ま
え
、
現

在
抱
え
て
い
る
課
題
の
解
決
を
図
り

な
が
ら
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
教

育
環
境
の
一
層
の
整
備
と
と
も
に
、

特
別
支
援
教
育
の
理
念
に
基
づ
い
た

市
内
小
・
中
学
校
の
教
育
の
一
層
の

向
上
を
図
る
た
め
に
次
の
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
今
後
の
あ
き
る
野
市
の
特
別
支
援

教
育
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

　
通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
特
別
な

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
の

把
握
及
び
指
導
に
つ
い
て
の
助
言
等

を
行
う
し
く
み
を
整
備
し
ま
す
。

　
東
京
都
は
、
平
成
15
年
12
月
25
日

に
「
こ
れ
か
ら
の
東
京
都
の
特
別
支

援
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
最
終

報
告
）
」
（
都
教
委
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
）
を
出
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
年
３
月
に
国
が
示
し

た
「
今
後
の
特
別
支
援
教
育
の
在
り

方
に
つ
い
て
」
の
最
終
報
告
を
受
け

て
、
東
京
都
が
検
討
委
員
会
を
つ
く

り
、
都
に
お
け
る
今
後
の
特
別
支
援

教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
心
身
障
害
教
育
で
対

象
と
し
て
き
た
障
害
に
加
え
、
Ｌ
Ｄ

（
学
習
障
害
）
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意

欠
陥
／
多
動
性
障
害
）
、
高
機
能
自

閉
症
の
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
等

の
自
立
や
社
会
参
加
に
向
け
て
、
そ

の
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
て
、
持
て
る
力
を
高
め
、
生

活
や
学
習
上
の
困
難
を
改
善
又
は
克

服
す
る
た
め
に
、
適
切
な
教
育
や
指

導
を
通
じ
て
必
要
な
支
援
を
行
う
教

育
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
社
会
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

障
害
の
重
度
・
重
複
化
、
多
様
化
の

進
行
、
小
・
中
学
校
の
心
身
障
害
学

級
の
在
籍
者
数
の
増
加
や
、
通
常
の

学
級
に
お
け
る
特
別
な
教
育
的
支
援

を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
（
Ｌ
Ｄ

等
）
へ
の
教
育
的
な
対
応
等
、
障
害

の
あ
る
児
童
・
生
徒
等
の
教
育
を
め

ぐ
る
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

抜
本
的
な
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
今
後
の
法
改
正
の
時
期
次
第
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
段
階
で
は
、

実
施
時
期
や
移
行
方
法
等
に
つ
い
て

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
改

善
を
行
う
際
は
、
本
市
に
お
け
る
こ

れ
ま
で
の
心
身
障
害
教
育
の
成
果
を

継
承
し
つ
つ
、
保
護
者
や
関
係
者
の

意
見
等
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
東
京
都
は
、
モ
デ
ル
と
し
て
四
地

域
を
指
定
し
、
特
別
支
援
教
育
体
制

へ
の
移
行
に
か
か
わ
る
課
題
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
北
区
、
八

王
子
市
、
調
布
市
と
と
も
に
、
あ
き

る
野
市
も
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
の
指

定
を
受
け
ま
し
た
。

特別支援教育がはじまります！特別支援教育がはじまります！

「心身障害教育」→「特別支援教育」へと変わります！

東京都のモデル地域として具体的な取り組みをはじめました

□
専
門
委
員
会
の
設
置
と

　
　
　
巡
回
相
談
・
指
導
の

　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
の
整
備

2 □
特
別
支
援
教
育

　
　
　
　
検
討
委
員
会
の
設
置

1

「
特
別
支
援
教
育
」
と
は

　
　
　
　
　
　
　

何
で
す
か

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
ど
ん
な

　こ
と
に
取
組
む
の
で
し
ょ
う

ど
の
よ
う
な

　社
会
的
な
背
景
を
受
け
て

　
　
　
　
変
わ
る
の
で
す
か

い
つ
か
ら
変
わ
る
の
で
す
か

心身障害教育から特別支援教育体制へ

【現在の小・中学校の心身障害教育】

特別支援教室（A）：固定的に配置された教員が、週の相当時数専門的指導を行う
　　　　　　　　　拠点的な特別支援教室
特別支援教室（B）：専門的な施設・設備を備え、固定的な指導と巡回指導を行う
　　　　　　　　　拠点的な特別支援教室
特別支援教室（C）：担当の教員が、週の必要な時間巡回指導を行う特別支援教室

心身障害学級（固定）

家　庭

【今後の小・中学校の特別支援教育】

小・中学校（通常の学級）

心身障害学級（通級）

盲・ろう・養護学校

小・中学校（通常の学級）

小・中学校（通常の学級）

小・中学校（通常の学級）

特別支援学校

特別支援教室（A）

特別支援教室（B）

特別支援教室（C）
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の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

学
校
や
保
護
者
、
地
域
の
理
解
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
教
職
員
に

向
け
て
は
研
修
会
や
各
種
の
委
員
会

な
ど
で
、
ま
た
、
市
民
に
向
け
て
は

説
明
会
な
ど
を
開
催
し
、
理
解
啓
発

を
図
る
と
と
も
に
、
意
見
交
流
等
も

積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
特

別
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
一
人
ひ
と
り

の
能
力
や
可
能
性
を
伸
ば
す
多
様
な

教
育
の
展
開
を
目
指
す
」
と
い
う
、

特
別
支
援
教
育
の
理
念
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
基
本
的
な
考
え
方
や
そ

　
通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
特
別
な

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
の

把
握
及
び
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て

校
内
で
検
討
で
き
る
組
織
を
整
備
し
、

そ
の
中
核
と
な
る
教
員
を
養
成
し
ま

す
。

①
就
学
支
援
の
体
制
整
備

　
　
幼
稚
園
・
保
育
園
、
福
祉
等
の

　
関
係
機
関
と
連
携
し
た
就
学
前
の

　
支
援
体
制
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

　
ま
す
。

②
副
籍
の
試
行

　
　
平
成
16
年
度
は
、
都
立
あ
き
る

　
野
学
園
養
護
学
校
に
在
籍
す
る
市

　
内
在
住
の
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
、

　
居
住
す
る
地
域
の
小
・
中
学
校
に

　
「
副
籍
」
を
置
き
、
地
域
と
の
つ

　
な
が
り
を
保
つ
た
め
の
交
流
の
あ

　
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

③
特
別
支
援
教
室
の
設
置

　
　
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
が
通

　
常
の
学
級
に
籍
を
置
き
な
が
ら
、

　
必
要
な
時
間
、
専
門
的
な
指
導
を

　
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

　
児
童
・
生
徒
の
教
育
ニ
ー
ズ
に
応

　
じ
る
た
め
の
支
援
教
室
の
設
置
に

　
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

＊
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）

　
全
般
的
な
知
的
発
達
に
遅
れ
は
な
い

が
、
聞
く
、
話
す
、
読
む
、
書
く
、
計

算
す
る
ま
た
は
推
論
す
る
能
力
の
う
ち
、

特
定
な
も
の
の
習
得
と
使
用
に
困
難
を

示
す
状
態
（
平
成
11
年
文
部
省
「
学
習

障
害
及
び
こ
れ
に
類
似
す
る
学
習
上
の

困
難
を
有
す
る
児
童
生
徒
の
指
導
方
法

に
関
す
る
調
査
協
力
者
会
議
」
報
告
書
）

＊
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
／
多
動
性
障

　
害
）

　
年
齢
あ
る
い
は
発
達
に
不
釣
合
い
な

注
意
力
、
及
び
／
又
は
衝
動
性
、
多
動

性
を
特
徴
と
す
る
行
動
の
障
害
で
、
社

会
的
な
活
動
や
学
業
の
機
能
に
支
障
を

き
た
す
も
の
。
（
平
成
15
年
文
部
科
学

省
「
今
後
の
特
別
新
教
育
の
在
り
方
に

つ
い
て
」）

＊
高
機
能
自
閉
症

　
３
歳
位
ま
で
に
現
れ
、
①
他
人
と
の

社
会
的
関
係
の
形
成
の
困
難
さ
、
②
言

葉
の
発
達
の
遅
れ
、
③
関
心
や
興
味
が

狭
く
特
定
の
も
の
に
こ
だ
わ
る
こ
と
を

特
徴
と
す
る
行
動
の
障
害
で
あ
る
自
閉

症
の
う
ち
、
知
的
発
達
の
遅
れ
を
伴
わ

な
い
も
の
を
い
う
。
ま
た
、
中
枢
神
経

系
に
何
ら
か
の
要
因
に
よ
る
機
能
不
全

が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
（
平
成
15
年

文
部
科
学
省
「
今
後
の
特
別
支
援
教
育

の
在
り
方
に
つ
い
て
」）

＊
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

　
障
害
の
あ
る
人
も
障
害
の
な
い
人
も

同
じ
よ
う
に
社
会
の
一
員
と
し
て
、
社

会
参
加
し
自
立
し
て
生
活
で
き
る
社
会

を
め
ざ
す
と
い
う
考
え
方
。
（
平
成
13

年
文
部
科
学
省
「
21
世
紀
の
特
殊
教
育

の
在
り
方
に
つ
い
て
（
最
終
報
告
）
」

用
語
解
説

□
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　

理
解
・
啓
発

5

□
特
別
支
援

　
　
教
育
研
究
協
議
会
の
設
置

4 □
全
校
へ
の

　
校
内
委
員
会
の
設
置
と

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成

3

地域指定と副籍

特別支援学校

盲・ろう・養護学校
（学籍を置く学校）

障害の状態に応じた
学校に通学

（教育委員会に　　　
　　　よる就学相談）

地域の小・中学校

地域の小・中学校の
進学区域

地域指定校
（副籍を置く学校）

障害の状態や個別の
教育ニーズに応じて
行事や教科の学習等
の交流時に通学

地域指定校（副籍を
置く学校）での交流
教育の内容等を調整

区市町村
教育委員会

家　庭

　
あ
き
る
野
市
教
育
相
談
所
で
は
、

高
校
生
以
下
の
お
子
さ
ん
の
、
教

育
に
関
す
る
悩
み
や
心
配
ご
と
の

相
談
を
受
け
、
助
言
や
必
要
な
情

報
の
提
供
な
ど
を
行
い
、
悩
み
ご

と
の
解
消
に
向
け
て
相
談
員
が
一

緒
に
な
っ
て
考
え
ま
す
。

▽
電
話
相
談
　
平
日
午
前
９
時
〜

　
12
時
、
午
後
１
時
〜
５
時

▽
面
接
相
談
　
申
込
み
・
電
話
で

　
日
時
を
調
整
し
ま
す
。

▽
相
談
所

＊
教
育
相
談
所
（
市
役
所
別
館
内
）

　
☎
５
５
８
―
６
４
４
４

＊
教
育
相
談
所
五
日
市
分
室
（
五

　
日
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
５
９
６
―
６
４
６
０

教
育
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す



　
当
館
で
は
、
市
内
の
発
掘
調
査
に

よ
っ
て
出
土
し
た
土
器
や
石
器
な
ど

約
5
0
0
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

７
月
24
日
〜
８
月
28
日
間
の
毎
週
土

曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
は
、
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
市
民
解
説
員
に
よ
る

解
説
も
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
さ

わ
れ
る
土
曜
日
」
を
開
催
中
で
す
。

毎
週
土
曜
日
に
、
縄
文
時
代
や
古
墳

時
代
の
本
物
の
土
器
や
石
器
な
ど
を

直
接
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
夏
親
子
で
の
ん
び
り
来
て
み
ま

せ
ん
か
。

体
験
教
室

　
「
ま
が
玉
づ
く
り
」
、
「
石
器
づ

く
り
」
、
「
縄
文
ポ
シ
ェ
ッ
ト
づ
く

り
」
、
「
ア
ン
ギ
ン
づ
く
り
」
の
４

つ
の
体
験
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
募

集
は
市
広
報
（
７
月
15
日
号
、
８
月

１
日
号
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
二
宮
考
古
館
と
五
日
市
郷
土
館
で

は
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
ス

タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

通
常
は
来
館
す
る
と
１
コ
の
ス
タ
ン

プ
が
も
ら
え
ま
す
が
、
土
曜
日
に
来

館
す
る
と
ス
タ
ン
プ
が
２
コ
、
ポ
ン

ポ
ン
と
も
ら
え
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
が

10
コ
た
ま
る
と
館
か
ら
す
て
き
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。
既
に

４
０
０
枚
発
行
さ
れ
、
50
人
近
く
の

子
供
た
ち
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

”ゲ
ッ

ト
！
“
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
の
友
達

は
、
ぜ
ひ
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
て

く
て
く
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
二
宮
考
古
館
　
☎
５
５

　
９
―
８
４
０
０
へ

▽
開
館
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４

　
時

▽
休
館
日
　
火
・
水
曜
日
・
祝
日

　
（
祝
日
が
水
曜
日
の
場
合
は
木
曜

　
日
も
休
館
）

　
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
は
、
今
年
度

開
館
15
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
質
の
高
い
音
響
効
果
で

”音
楽
を

演
奏
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
“
と
し

て
つ
く
ら
れ
た
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

は
、
現
在
新
国
立
劇
場
副
理
事
長
で

世
界
的
な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
研
究
者
と

し
て
知
ら
れ
る
海
老
澤
敏
氏
を
名
誉

顧
問
に
迎
え
、
平
成
元
年
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ル
内
は
、
自
然
石
の
壁
や
天

然
木
の
床
、
切
妻
式
断
面
の
新
鮮
な

空
間
で
日
本
を
代
表
す
る
建
築
物
と

し
て
平
成
２
年
度
の
「
建
築
業
協
会

賞
」
を
受
賞
し
、
市
民
や
地
域
の
多

く
の
皆
様
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
ー
ル
と

し
て
親
し
ま
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
Ｃ
Ｄ
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
利
用

も
多
く
、
10
月
に
公
演
予
定
の
新
垣

勉
さ
ん
も
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
利
用

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
11
月
に
近

藤
嘉
宏
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
、
12
月
に
川

井
郁
子
さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
ど

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
秋
川
キ
ラ
ラ

ホ
ー
ル
が

”ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
殿

堂
“
と
し
て
、
ま
た

”
文
化
活
動
の

拠
点
“
と
し
て
、
更
に
多
く
の
方
々

に
末
長
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（８）

二
宮
考
古
館

　
夏
休
み
ミ
ミ
よ
り
情
報

秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
が

　
開
館
15
周
年
を

　
　
　
　
　
迎
え
ま
し
た

　
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
は
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
等
市
民
の
み
な

さ
ん
に
、
道
徳
の
授
業
を
参
観
し
て

い
た
だ
き
、
子
ど
も
の
教
育
に
か
か

わ
る
大
人
が
、
子
ど
も
た
ち
の
「
心

の
様
子
」
の
理
解
を
図
り
、
「
心
の

教
育
」
に
つ
い
て
連
携
の
仕
方
を
探

る
た
め
の
も
の
で
す
。
今
年
度
も
市

内
小
・
中
学
校
全
校
の
全
学
級
を
公

開
し
ま
す
。
（
一
部
実
施
済
）

家
庭
・
学
校
・
地
域
で
と
も
に
考
え
よ
う
！

　
　
　
　
　
子
ど
も
の
「
心
の
教
育
」
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座

学 校 名

各校開催予定日時

東秋留小学校
９月29日㈬
　　　13時30分～

五日市小学校
６月17日㈭
　　　　　実施済

多西小学校
９月29日㈬
　　　13時20分～

戸倉小学校
11月４日㈭
　　　13時20分～

西秋留小学校
10月12日㈫
　　　13時35分～

小宮小学校
６月25日㈮
　　　　　実施済

屋城小学校
１月21日㈮
　　　13時45分～

秋多中学校
６月16日㈬
　　　　　実施済

南秋留小学校
２月４日㈮
　　　13時40分～

東 中 学 校
10月25日㈪
　　　13時30分～

草花小学校
９月17日㈮
　　　13時45分～

西 中 学 校
10月６日㈬
　　　13時30分～

一の谷小学校
10月15日㈮
　　　13時45分～

御堂中学校
11月６日㈯
　　　13時30分～

前田小学校
12月10・13日、３月
８・11日　13：30～

増戸中学校
11月２日㈫
　　　13時40分～

増戸小学校
２月４日㈮
　　　13時35分～

五日市中学校
７月５日㈪
　　　　　実施済

実 施 日 時 学 校 名 実 施 日 時

「
て
く
て
く
ポ
ン
ポ
ン
カ
ー
ド
」


